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「安全・安心まちづくり運動」
　12月３日（土）青少年育成京葉・鹿本地区委員
会主催の「安全・安心まちづくり運動」が実施されま
した。従来の「自転車盗防止」に加え「特殊詐欺防
止」の防犯意識向上の２つを重点テーマにし、中学
生を中心に「安全・安心まちづくり隊」を結成し、篠
崎駅周辺で啓蒙活動を行いました。篠崎第四小学
校に集合し、鹿骨中学校・篠崎中学校・篠崎第二
中学校の中学生約１００名、学校・地区委員・町
会・自治会の大人も多数参加しました。
　斉藤江戸川区長、福島小岩警察署長の挨拶の
後、中学生を３班に分けて、
全員が「自転車盗ゼロ」・「特
殊詐欺防止」に関する標語
が書かれたタスキを胸にかけ、
中学生を先頭にキャンペーン
のぼり旗を持ち中学生・大人
の順で行進しました。中学生
が駅周辺の大人の歩行者に

自転車盗防止・特殊詐欺防止の防犯
啓発用ティッシュを配りました。最初は
照れくさそうに配っていましたが、その
後元気にしっかりと手渡していたのが
印象的でした。他班は、駅前地下駐
輪場内に駐輪している自転車の無施
錠状況を１台１台調べ、無施錠自転
車には施錠呼びかけのタグ付けを実施しました。今
回1，313台の自転車を調査し、約１割の無施錠を確
認しました。小岩警察署長の話しによると、自転車盗

難は殆ど無施錠が原因です。
「自転車を止めたら必ず施錠し
ましょう。」また、高齢者への特
殊詐欺防止には「留守番電話
の設定が有効、電話で金の話
は特殊詐欺です。」と話されて
いました。

　私たち小岩第五中学校の前に鹿本あじさい公
園はあります。６組の生徒が作成した樹名板・園名
板が設置され、生徒会役員も加わり五中花壇に花
や球根を植付けました。
　生徒会長は開園式の中で「生徒会はＳＤＧｓの取
り組みを活発にすることを目標の一つに活動してい
ます。ＳＤＧｓ１１番目の目標である『住み続けられる
街づくりを』の取り組みは校内だけでは出来ること
が限られていたので、鹿本あじさい公園を岩五の
生徒会が見守ることで地域に貢献していきたいで
す。小岩五中が開校65周年という節目の年に生徒
会の可能性を更に広げる機会をいただいたので、

生徒会としても小岩五中の生徒としても公園の状態
をきれいに保てるような活動をしていきたいと思いま
す。」と話してくれました。
　 令和５年度より、小岩五中生は地域の皆

様と共に街づくりに協力していきま
す。
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区長賞や協議会長賞は江戸川区のホームページに
掲載してありますので是非ご覧ください

協議会長賞協議会長賞区長賞区長賞

松本小学校 50周年記念式典

　１０月３１日（月）雲一つない素晴らしい晴天の下、
開校50周年記念式典が挙行されました。式典に参
加した五・六年生は大変立派な態度で臨み、「よろ
こびの言葉」の声掛けでは、ご臨席の皆様から称
賛の言葉をいただきました。
　第２部では、50周年児童実行委員が司会として
進行しました。各学年、50周年をお祝いする気持ち
が随所に表れた歌、エイサー、マーチングを披露し、
児童が主役の式典となりました。第２部の目玉は、ヤ
ギの「メーメー式（命名式）」です。全児童が事前に
投票をし、ようやくその結果が発表され、双子のヤ

ギの名前は「よつば」「つばき」に決定しました。その
後、ご来賓の方 も々一緒に、全員でバルーンを飛ば
しました。どこまでも高く飛んでいくバルーンに、松本
小学校の希望をのせました。
　50周年という大きな節目の式典を通して、保護者、
地域、学校応援団、50年間の松本小学校卒業生の
方々の本校に対する厚い思いと愛情を強く感じまし
た。松本小学校の新たなシンボルのヤギとともに、今
後も本校の教育活動、児童を温かく皆様に見守っ
ていただけますようよろしくお願いいたします。

　例年春と秋に於いて環境をよくする運動を行って
います。町会・自治会の皆さんによって街をきれいに
清掃に励んでいます。でも、いつもたばこや空缶、そ
の他ごみが捨てられているのを見かけます。
　今年も管内の小中学校の皆さんに美しい町づく
りの声かけとして、絵画で表現する様お願いし、たく
さんの方が応募されました。
応募総数1，319名　
区長賞49名　協議会長賞82名
　応募された作品の中で海中のごみの為に亀や
魚達が食べて死んでしまうのではと心配しているよ
うな絵や、昔話しの浦島太郎の亀を助けて海に返

す話や、花を咲かせて皆を喜ばせている花咲じい
さん等が作品の中で環境にむすびつく話をかいて
いる方が多くなりました。きれいな街づくりは皆さんの
手で守っていきたいです。環境月間に掲示されるポ
スターを見て下さいね。

令和４年１０月３１日（月）
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江戸川区ホームページにも掲載をはじめました。
右の QR コードからページに移ります。
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鹿骨東小学校

御神楽を披露

第 88号

　10月16日（日）に鹿本中学校校庭にて「防災
フェスタ松本町会2022」として、江戸川区・小岩消
防署南小岩出張所・小岩消防団第八分団１部の
ご協力により、体験型の防災訓練を行いました。起
震車・煙ハウス・119番通報・消火器・ＡＥＤ・消防
団の資機材の体験をして頂き、参加者より普段体
験できない事ができ、大変良かったとの感想を頂
きました。消防団員からの火災予防の講話にも、
皆様真剣に聞いていました。又、東京消防庁マス

　１月25日（水）鹿骨区民館２階ホールにて合同研修会
が行われました。講演は「SDGsえどがわ10の行動につ
いて」で、江戸川区SDGs推進部ともに生きるまち推進
課長、松岡永祐氏。
　SDGsとは2015年国連総会で採択された「持続可能
な開発目標」17あるが江戸川区は10の行動にし、普段
していることが17の国際目標に繋がるようにした。食品
ロスを防ぐ。健康的な食事、運動、睡眠。家事育児介護
に家族のみんなで。電気、水も大切に。最新の科学技術
に興味を持ち活用。一人ひとりの多様性への理解、交流

の機会を増やす。世代を超えて地域のイベント、防災訓
練に参加。リサイクルをする。みどりを大切に、プラゴミを
減らし、豊かな自然を守る。川や海に囲まれた江戸川区
の歴史、文化、環境を学ぶ。

コット「キュータ」も遊びに来てくれ、参加者は記念
撮影をしたり色々な体験もしていました。訓練最
後には、町会の防災消火部と消防団による一斉
放水があり、参加者も
真剣な眼差しで見学
をしていました。今後
も防災訓練を計画し
ていきたいと思いま
すので皆様には是非
とも参加して頂きたい
と思います。

　10月9日（日）に鹿骨中学校校庭にて『盆踊りの
集い』を開催し、鹿骨六町会の会長を筆頭に有志
が集まり運営しました。盆踊り好きなお年寄りの
「今年もコロナで盆踊りは中止ですよね」「三年も
踊っていないから踊りたいね。」の言葉から、毎年
盛り上げていただいている踊り手さんのために
中学校の校庭で午後2時から午後5時
まで開催しました。
鹿骨中学校の大谷校長には快く
ご理解・ご協力をいただき感謝
しております。
今回はシンプルに校庭の真ん

中に太鼓一台を置き、曲に合わせその周りを踊る
だけですが、当日の入場者は300名を超え、近隣施
設からも車椅子の方が20名参加していただきまし
た。
踊りの輪が三重、四重、五重と増えていくのを見て、
みんなで輪になって踊ることの楽しさ、皆さんの生
き生きしている姿を感じました。
帰りには「楽しかった」「ありがとう」とお礼のことば

を頂き開催して良かったと心から思いまし
た。
これも皆さんの心意気が通じ成功
した賜物だったのではないので
しょうか。
有志の皆さんご協力ありがとう
ございました。

防 災 訓 練

盆踊りの集い

松本町
会

子ど も 会 活動紹介の
各子ども会の活動の様子です。

少しずつ活動を再開し、皆さん元気に活動しているようです !!

歳末警戒の様子 夜回りパトロールの様子

町会・自治会役員表彰で御神楽を披露している様子

心臓マッサージを体験しているところ

美化運動の様子 餅つき大会の様子

さつまいも掘りの様子 美化運動の様子

鹿骨一丁目
子ども会

西篠崎子
ども会

鹿骨三丁目
子ども会

鹿骨二丁目子ども会

鹿骨五丁目子ども会

合同研修会京葉・鹿
本地区
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